
前提条件整理（案）修正箇所 

 

【原文】 

○ ライブ・エンタテイメント市場規模からみる需要  

国内のライブ・エンタテイメント市場については「2023 ライブ・エンタテインメント白 

書」（2022 年までの実績を掲載）に客観的な評価がまとめられおり、コロナ禍による影響 

はあったもののすでに公演回数、動員数、市場規模ともコロナ禍前の水準に回復してお 

り、過去 10 年間の推移を見ても需要維持・拡大の傾向が続いている。 

【修正】 

○ ライブ・エンタテイメント市場規模からみる需要  

国内のライブ・エンタテイメント市場については「2024 ライブ・エンタテインメント白 

書」（2023 年までの実績を掲載）に客観的な評価がまとめられており、コロナ禍の影響を

受けながらも、2023 年には市場規模がコロナ前の水準を上回った。一方で、公演回数の回

復は鈍く、全体としての復調にはなお時間を要している。回復は一部にとどまっており、

コロナ前に見られた需要の維持や拡大の傾向を再び取り戻せるかどうかは、依然として不

透明な状況にある。 

 
 

資料２ 



【原文】 

○ オンラインライブについて  

オンラインライブについては、ぴあ総合研究所株式会社が令和２年（2020 年）より実施 

している「国内オンラインライブ市場に関する調査」によると、リアルライブの再開後オ 

ンラインライブ市場の成長は鈍化しているが、令和 4 年(2022 年)においても 466 億円（対 

前年増減率 9.1%減）の市場規模を保っている。オンラインライブは制作上のコストや技

術面での課題も多いが、今後もライブ・エンタテインメント鑑賞形式のひとつとして定着

していくことが予想される。 

【修正】 

○ オンラインライブについて  

オンラインライブについては、ぴあ総合研究所株式会社が令和２年（2020 年）より実施 

している「国内オンラインライブ市場に関する調査」によると、リアルライブの再開後オ 

ンラインライブ市場の成長は頭打ちだが、令和 5 年(2023 年)においても 295 億円（対 前

年増減率 36.7%減）の市場規模を保っている。オンラインライブは制作上のコストや技術

面での課題も多いが、オンラインライブだけでなく、映像アーカイブスも含めて今後もラ

イブ・エンタテインメント鑑賞方法の可能性として見極めていくことが考えられる。 

 

 

 


